
令和6年度事業報告書

社会福祉法人あんさんぶる

1．法人理念
障がいのある方の思いや夢にいつまでも寄り添い続けられる法人を目指します。

2．活動の報告と成果
令和6年度は4月から生活介護せかんどの2階で放課後デイサービスグランデールの開所があり、利用者様の契約や職員の増員などしながら、何とか開所でき、無事に1年過ごすことができました。ありがとうございました。おかげさまでグランデールの方も9月には1日の定員5名のところ23名の方にご利用いただき、稼働日はほぼ満員となり新規のご利用を停止させて頂くほどとなりました。担当職員も大変だったかと思いますが、何とか一年事業をすることができました。事業開始1年目というところでご不便をおかけしたところもあるかと思いますが、ご容赦頂ければと思います。ありがとうございました。
職員の人数の方はグランデールの開所と共同生活援助ぼぬーるの開所に向けた増員を行い、68名から76名に8名の職員の増員をすることができました。新卒の職員も入社し、若い力と一緒にあんさんぶるの活動を発展させていきたいと考えています。
令和7年度開所予定の鴻池の共同生活援助ぼぬーるの土地を購入し8月に地鎮祭を行い、2月末には竣工引き渡しを行いました。4月の開所に向けて利用者様の契約や引っ越しなどを行いました。入所いただいた利用者様やご家族の思いに感謝を忘れず、職員みんなで協力して次年度以降事業を行っていきます。リフトやＩＴ機器を開所に向けて助成いただきました。助成いただきありがとうございました。大切に使わせて頂きます。
共同生活援助ぼぬーるの開所に合わせて、利用者様の体調管理のために、訪問看護の立ち上げも行いました。看護師の増員なども行いながら、何とか開所の目途が立ちました。ありがとうございました。看護師が増えることで、生活介護の方でも医療ケアの必要な利用者様の受け入れも行っております。
研修に関しては実務者研修・行動援護従事者研修・喀痰吸引研修・サービス管理責任者研修・運転研修など、職員の経験に合わせた研修を行い、スキルアップができているのではないかと感じています。その他イーラーニングによる動画研修などを取り入れることで、自己研鑽がしやすい状況を作っていきながら、職員個人の質を上げていきたいと考えております。介護福祉士も4名の職員が合格しました。
報酬改定も4月にあり、処遇改善なども行い、非常勤の時給を150円アップできたこと、常勤の賞与を4.0カ月支給できたことは、利用者様や職員の協力あってこそだと感謝しております。
地域貢献の一環として音楽会をきららホールで開催することができました。障がい者の方と近隣の地域の皆さまや社会とのつながりが増えていくように、社会福祉法人として地域に根差した活動をしていきたいと考えています。

３.事業報告
〇総務
令和6年４月から、放課後等デイサービス事業が開始となりました。給付費の請求には、リタリコ社の「発達支援ナビ」を使用しています。
はじめのうちはソフトの使い方や請求の仕組み、加算の付け方など分からない点が多く、返戻も発生していました。使い続けるうちに理解が進み、今ではスムーズな流れで請求業務ができています。
請求ソフトにおいては、長らく使用してきた居宅介護・移動支援用の請求ソフト「訪問介護　響（EMシステムズ社）」が令和7年末をもってサービス終了となるため、「かんたん介護（リタリコ社）」への移行を行いました。令和6年末より移行作業を進め、令和7年2月分より請求業務を「かんたん介護」へ切り替えました。移動支援の請求において「かんたん介護」に未対応の部分があり、伊丹市の移動支援の一部において「響」の使用を継続していますが、「かんたん介護」サポート窓口へは要望を伝えています。改修作業が終わり次第、完全移行を行います。
また本年度は報酬改定があり、生活介護では算定時間による単価の導入や、新たな加算（入浴支援加算・喀痰吸引等支援加算）が創設されました。正確な情報がなかなか掴めず、入浴支援加算の対応が施行から2ヶ月遅れ（6月分より適用）になる等、時間を要しました。他にも共同生活援助での減算（居宅介護等を1日8時間以上利用している日は共同生活援助の基本報酬を５％減算）など、請求事務においての確認項目が多くなっています。
総務班では人員の入退社があり、業務引継ぎを行いました。確認項目や作業量も増加していますが、スタッフそれぞれに業務を分担することで、負担感の軽減を図って参ります。



〈総務行動指針〉
・利用者様にとっての「窓口」をいう意識を持つ
利用者様と直接かかわることが少ないぶん、情報の収集と把握に努めます。
利用者様やご家族様から電話がかかってきたとき、利用者様にとって最初の「窓口」となるのは総務であることが大半です。利用者様から聞いたことを現場のスタッフの皆様へ正確かつ迅速に伝えることで、利用者様の要望にスムーズに応えられるようにします。利用者様と直接関わることが少ないぶん、利用者様についての情報収集と把握に努めます。
・スタッフにとって働きやすい環境を作る
入社時オリエンテーションの充実や労務管理、およびLINE WORKSなど各種ITツールを用いて、情報共有の円滑化を図り、スタッフの方々が働きやすい環境を整えていきます。
・必要な時に必要な情報をすぐに取り出せる、各種情報の整理・管理
労務・財務や介護給付費の請求など、様々な情報・書類などがあり、状況に応じて必要となる情報も様々です。　情報の整理を進め、必要な時に必要な情報を取り出せるようにしていきます。

〇生活介護あんさんぶる・せかんど
　主な取り組みとして、安全に安心した利用ができるよう日常生活全般の介護・介助及び医療との連携を図り健康管理に努めた。せかんどにおいては、運動・音楽・創作・リラクゼーション・外出行事とプログラムを導入し、自己表現・自己肯定感を高め社会性
やコミュニケーション、身体機能の維持、活動能力の向上に努めた。
　円滑な業務を行うべく介護技術係・ケアサポート（研修・IT）係・行事係・車両（環境衛生）係と役割分担を行い、委員会と共有を図りチームワークを構築することでサービスの質の向上に努めた。
〈稼働状況〉　
[bookmark: _Hlk197361598]生活介護あんさんぶる　　　　　　　　　　　　　　　　定員20名
	
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日
	平均

	令和5年度
	13.7
	8.2
	14.3
	16
	14
	3
	2
	12.7人

	令和6年度
	13.4
	8.8
	16.5
	15.7
	15.8
	5.5
	2.3
	14.0人


※平均は土日を除く

生活介護せかんど　　　　　　　　　　　　　　　　　　定員10名
	
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日
	平均

	令和5年度
	13.1
	7.8
	11.8
	8.7
	8
	0
	0.2
	9.8人

	令和6年度
	13.6
	10.3
	12
	12.3
	8.7
	2.6
	0.2
	11.3人


※平均は土日を除く
〇医療
・医療チームの目標
三つの安…安全・安楽・安心を意識した医療ケアを提供する
〈行動指針〉
・質の高い医療サービスを提供する為、知識・技術の向上に努めます
・利用者様の状況・状態に応じて必要な医療を提供していきます
・多職種の職員と利用者様の情報共有し、医療サービスに反映していきます
・医療ケアにおいて、利用者様の安全・安楽を第一に考え事故・トラブルを防ぎます
・利用者様・スタッフの状態を観察し状態把握を行い健康管理をしていきます
・標準予防策を徹底し、あらゆる感染予防に努めます
・社内・社外の研修などを活用・共有しスタッフの専門性向上に努めます

〈事業報告〉
上記目標を掲げ、外部講師による内部研修・イーラーニングを用いた研修を行う事で知識の向上に繋がった。また、喀痰吸引研修を行い資格を取得することでスキルアップに繋げることができた。
医療ケアを必要とする利用者様だけでなく、利用される方全体に目を向け介護職員との情報共有を行い、医療の視点からアドバイスや対応することに努力した。
感染については、標準予防を徹底するべく医療から発信し指導していった。令和6年度は集団感染もなく業務を遂行することができた。
令和7年度よりグループホームの訪問看護事業が開始し、より観察力・知識が必要になるため、研修やイーラーニングなどを用いて、知識の向上に努める必要がある。
医療ケアを必要とする方だけに目が向きがちであるため、広い視野を持ち利用者様全体に関わっていく必要がある。あらゆる感染症に対して引き続き標準予防を徹底し、研修を行い感染症の知識を深め感染対策を行ってまいります。


〇放課後等デイサービスセンター（グランデール）
〈支援方針〉
重度の障がいや医療的ケアが必要な方を対象に個々に適した活動や支援を提供し、様々な経験を積み上げ、好きな事を見つけたり、得意な事は伸ばしたり、苦手な事にはチャレンジできるよう関わりサポートしていきます。またご本人･ご家族にとって安心できる日中の活動の場を提供します。																
〈営業時間〉
9時30分から17時30分まで	送迎実施：あり				
サービス提供時間
[bookmark: _Hlk153032389]第１単位　15時00分から17時30分までとする。
　　　　　但し、水曜日は14時00分から17時30分までとする。
第２単位　11時00分から17時00分までとする。（土曜、長期休暇等、「教育委員会等が定める」休業日）

〈定員及び利用状況〉
全利用者数：20名
定員5名
	曜日
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	平均

	平均人数
	4.6人
	3.7人
	4.1人
	4.0人
	4.2人
	4.2人
	4.1



[bookmark: _Hlk198732440]〈事業報告〉	
・5領域別		
1 　日常生活の支援（食事・入浴・排泄など）の中で細やかな観察を行い、健康で安定した生活リズムを身につけられるよう支援を行った			
2 　運動・感覚：日中の創作活動を通じて、自己表現ができるよう支援し、自分の能力を用いて作品作りに参加できた。PTや音楽療法の専門の先生によるリハビリ、楽器を用いた運動などで身体を動かし、感覚の刺激にも取り組んだ。		
3 　認知・行動：日中活動中のイベントやレクリエーションで、遊びを通して他の利用者との関りを大事にするとともに、しっかりと自分を発揮できるような環境作りを行った。また、日々の宿題に取り組み得意な事、苦手な事を知り、日々の活動に反映させた。	
4 　言語コミュニケーション：職員や友達との関りの中で言葉だけでなく自分なりの表現で伝えようとする力をサポートした。					
5 　人間関係社会性：友達や職員と関りを深め、工夫や協力し合い一緒に活動をする経験を積めた。集団での療育や活動（音楽療法や創作活動・外出等）を通して豊かな感性や表現する力を養えるようサポートできた。						
・家族支援
送迎や入浴の支援を行い、ご家族のケアの負担軽減を図ることができた。ご家庭の状況に応じて、利用日や利用時間の調整を行った。ご家庭での支援の困りごとなどの相談を伺い対応することができた
・移行支援
学校や行政・相談事業所なども連携しながら、法人が行っている生活介護や居宅介護・相談支援・共同生活援助など将来を見据えての相談など行っていけるよう努力した	
・地域支援・地域連携
個別支援会議の開催、赤十字幼児安全法の研修をし、地域に開いた施設にしていけるよう努力した
・職員の質の向上
定期的な会議や法人で開催している法定研修に加え、月に一度の研修を開催。イーラーニングの活用や外部講習の参加も行った							
〈主な行事等〉
お花見・プール・センター主催の夏祭りの参加・外出（伊丹イオン、猪名川イオン、手塚治虫記念館、ニフレル、カップヌードルミュージアム、めんたいパーク、フルーツフラワーパーク、いちご狩り、）ハロウィンパーティー・クリスマス会・初詣・書初め
食の興味や関心をもってもらえるよう調理実習の実施（2～３か月に１回）
表現力を養い、表現する楽しさを知ってもらえるよう創作活動の実施（カレンダー制作、共同制作など）
音楽療法士による音楽療法4回/月

〈活動の報告と成果〉
令和６年４月より開所され、延べ20名の児童と契約でき、大きな事故等もなく１年を迎えることができた。今年度は外出や季節の行事、制作活動などに力を入れてきた。その中でこどもたちとスタッフ間での関係性作りや本人のことをより知る機会が増え課題を見出すことができた。
支援プログラムの発信や新たに５領域での支援計画書の作成も実施し保護者面談も執り行ってきた。相談員との密な支援会議等で新たな課題や方針を見出すことができた。
来年度は保護者アンケートで頂いた意見をもとに避難訓練や地域の交流、他事業所との連携、保護者会開催などができるよう情報収集や家族への情報発信を行っていく。

〇共同生活援助（しゃるーる）
令和6年度は、引き続きご利用者の心身の状況等の把握、健康管理を中心に個々の障害特性や強みに合わせた支援を意識しながら、チームでの支援に努めてまいりました。
また安定して生活をおくることを目標にご家族、相談員、他事業所と情報共有をしながら、ご本人の状況に合わせて支援の組み立てを行いました。
２棟目となる共同生活援助ぼぬーるが令和7年4月に伊丹市鴻池に開所することで、建設会社との打ち合わせやご家族面談、契約、環境整備、支援の組み立て等を後期から行いました。課題でもある、日中活動や余暇、地域交流への参加など生活の幅を広げ、豊かにしていくこと体制を整えながら進めていきたいと考えています。

〇居宅介護サービスセンターあんさんぶる
〈行動指針〉
1.挨拶をする
相手に気持ちいいと思われる挨拶をすることでコミュニケーションを取りやすくする。
2.利用者ファースト
利用者が望む生活・生活支援を中心に考え、利用者にとって最適な支援を提供することを目指す。
3.安全面を確保する
利用者が安全に生活できるよう、環境整備やサービス提供職員の安全対策を行い、事故やトラブルを未然に防ぐ。
4.継続的な学習
常に新しい知識や技術を習得し、質の高いケアを提供できるよう努めます。
5.清潔
清潔な環境を保ち、感染予防に努めます。

〈事業報告〉
イーラーニングの活用により、スタッフの介護に携わる知識や技術向上してきている。
LINE WORKSの利用者様掲示板の活用により、利用者様の情報共有もできていてスムーズに介護の提供ができるようになってきている。
令和６年度は、ぼぬーるの開所準備と訪問看護設立準備の方に力を入れていたことと、スタッフの入れ替わりもあり新規利用者様の受け入れが難しかった。
土日祝は利用者様のご利用要望（プール、ボッチャ）に添えることが難しくなっていた。
まずは、利用者様のご利用要望に応えられるように整えてから新規利用者様の受け入れをできるようにしていきたい。

居宅介護サービスセンターあんさんぶる
	サービス別
	令和5年度
	令和６年度

	身体介護
	333時間/月
	319時間/月

	通院介助
	15時間/月
	20時間/月

	重度訪問
	1740時間/月
	1884時間/月

	行動援護
	283時間/月
	264時間/月

	移動支援
	527時間/月
	538時間/月


　　　　　　　　　　　　※移動支援：身体介護含む

〇相談支援
※別紙参照

4.避難訓練実施日
本部　　　　　　　　　　　　　　　　せかんど
・令和6年 4月9日(火)　　　　　　　・令和6年4月19日（金）
・令和6年10月29日（火）　　　　　・令和6年10月29日（火）
共同生活援助（しゃるーる）
・令和6年6月27日（木）
・令和6年11月28日（木）

5.ヒヤリハット・事故報告
※別紙参照

6.研修・会議・行事
※別紙参照
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